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酒向

8/21

立山周辺

浄土山、龍王岳
2025/7/19-20

田中 広晃

包原有紗
寅田琉介
酒向 俊輔

天候：晴れ

7/19
3：00 DN北駐車場
7:30 扇沢着
7:40 扇沢発
9:10 室堂
10:45 浄土山
12:45 獅子岳
14:30  キャンプ場

7/20
3:00 起床
5:00 キャンプ場発
7:05 獅子岳
8:45 浄土山
11:00 室堂
→観光

1日目
予定通り午前３時に本社北駐車場に集合し、9:10ごろに室堂から入山。天気は快晴で、景色がと
てもよかったです。想定以上に、アップダウンが激しく、日光の影響もあってしんどさを感じました。途
中で雪が残っているエリアがあり、初めてのアイゼンを付けて歩きました。途中で滑ってしまう場面
があり、アイゼンを過信するのではなく、細かく歩くなど細心の注意を払うべきという学びを得ました。
途中途中で花の群生地などがあったり、雷鳥を間近で見ることができて自然を感じることが出来て、
登っていて楽しかったです。キャンプ場についてからは、山小屋でみんなで一休みしたり、包原さん
が用意してくれたおいしいキムチ鍋を食べました。(酒向)
室堂スタートということで富山側から黒部アルペンルートに入る方が近いものの人気で切符が入

手できず、長野側から室堂を目指すことに。バス、ケーブルカー、ロープウェイ、またバスと乗り継い
で黒部ダムを片目に通り過ぎて室堂着。
室堂は観光地だけあって登山客以外の人も多く、賑わっていた。室堂からでも十分綺麗であったが、
最高の景色を目指して登山を開始。残雪もところどころあり、
五色ヶ原目前でライチョウ親子に遭遇。自らこちらへ近づいてきたため近くで観察することができた。
ひな鳥がピヨピヨ鳴いていてとても可愛かった。
目的地の五色ヶ原キャンプ場に到着。テント場から見える景色は絶景でまるで天国のようであった。
ただ、テント場の横には残雪があり夜は寒そう（実際寒かった）。(寅田)
→2p目に続く

五色ヶ原に行きたい！と思って新人山行に組み込みました。当初、獲得標高だけ見てテント泊初
めて人でも大丈夫かなと判断していましたが、アップダウンがそこそこある、傾斜の強いザレ場、雪
渓歩きと、初心者にはちょっと刺激が強かったかもしれないです。とはいえ、アルプスの絶景とテント
泊の楽しさは伝えることはできたのではとないかと思います。また季節を変えて行きましょう。

お花見しながらキャンプ

酒向
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2日目
山で初めて1泊する人が何名かいたので、起きれる人は3:00ぐらいに起きて星空を見ることに。しばらく星
空を堪能したのち、テントに戻り朝食をとる。その後、日の出を横目にのんびり準備をし帰路につく。

道中、時折後ろを振り返りながら徐々に離れていく五色ヶ原に名残惜しさを感じていた。五色ヶ原は秘境感、
人の多さ(北アの割に人が少ない)、ロケーションといい、最高のテン場だった。また季節を変えて訪れたい。

途中、田中が百高山をハントしたかったため、行きに寄れなかった龍王岳に登った。ピークハントするだけ
の予定が、登ってみると想像以上に景色が良い。せっかくなのでみんなで写真撮影した。

一ノ越から室堂に帰る途中、渋滞や雪渓歩きで難儀しつつも、無事にバスターミナルに到着。お腹が空い
ていたので立ち食いソバや、ソフトクリームをつまんで扇沢駅へ向かう。帰りは安曇野のジェラート屋さんに
寄って、刈谷まで帰った。(田中)
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